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･未鰯熱

(赤星直忠）

第3員層

横須賀市
猿島’

撰蕊賀市
鴨居”.層

弥生素～

古墳初頭

弥生未～

古墳紡頭

古毅前期 領式

海蝕漏穴内

台地

(斜面？）

イガイ･マガキ･サザエ・

アカニシ･ﾉ、マグリ･ミル
クイ･ウチムラサキ･スガ

イ･クボガイ･アワビ｡レイ
ガ
”

力
〉

ダ
イ
シ
ガ

コ
コ

シ
マ
ニ
ク

林
振

シ
ン

バショウ･マツバガイ･力

リガネエガイ他(計39種）

マガキ･イシダタミガイ・

スガイ･コシダカガンガ

ラ･キサゴ･イガイ･イボニ

シ･ヒザラガイ･ﾄマヤカ
イ･レイシ･タマキピガイ

他(計36種）

。シダカガンガラ･サザ

エ･レイシ･イガイ他(餅．

10種）

〈魚類>マダイ･クロダ

イ･スヌ洋他(計13")
<‘罵類>ウミウ･ﾋﾒｳ他

(計12種）
<礎虫類>ウミガメ(計1
種）

瀬甫乳類>イルカ･クジ
ラ･ｨ．ヌ他(計8種）

<魚類>ネズミザメ科
の一種･ドチザメ･マ

ダイ･キュウセン属の

一種(計4種）
<鳥類胸ウミウ･ﾋﾒｳ・
カラス属の一種(計3
種）

単式釣針･尖

頭器･骨
針？･角器未

製品･加工痕
のある骨片．
加工痕のある
角片･員輪

■
丑
Ｆ
丑
矛

ザ
・
ｊ
０
・

ｑ
ｑ
守
孔
・
・

Ｏ

ｂ

ｒ

ｂ

ｏ

Ｐ

ｑ

Ｌ

凡

？

■

凸

ワ

。

■

・

尾

ロ

ワ

・

・

Ｌ

Ｌ

■

。

。

．

む

ど

、

忠

‐

（

。

．

●

’

ｑ

、

・

ワ

・マ

．

〆

！
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福祉センター (!B)藩居660他

－

‘..)'.〕･〉
､

凸－9.夕一ｲ

q･ げ ●沢

。 。 ．・、 〃j､

６
６ 代ヶ

シ
企
。
や
、

。

ｑ

卓

居

日

歩
今
一
・
牌 $ダニ

j簿く

議演賀請蕊8

横鎮賀詣
凸
Ｇ
■
Ｇ
Ｌ

ｏ
Ｇ
寺

や
ｂ

〔
嘗

句
や
Ｉ
Ｉ
Ｊ

《
い
淫

｝
１
Ｊ

霧
捗

毎
壷
油
、

方
碓
〃

。
《
令
１
．
●

韓
騎

企
■
ぴ
。
ご
Ｂ

一
鱈

古墳 砂辰 小形巻風
｡~9．･兎, ’尊 .■ 一･･rﾛ = 評ｴ冒式ロー冒 呂

、
、
○
毎
Ｇ
Ｆ
》

ｂ
○

へ
０
。
．
ｇ
ク

ｇ
も

命
》

河
剃
ご…

今
坤
Ｊ
Ｒ
ｑ

蕊
．
や
沖
．
や
砿
。

吋
掌
蝿
燕
一

寸

姥
？
。
毒
Ｊ

・
弘
》
’
玲

・
●
狸
Ｄ
Ｊ
ｑ
ｐ
２
■

■

ず
《
。
』
１
０

■
も

戸
へ
〉

戸
ひ

り
当

一
対
，
守

毒
繩賀

守
唾
屯
４
，

も
、
●
》
▽

◆
２
．
．

．
．
〃
／

捧
漉

◆

横須賀市
西浦駕町6~i…属

弥隼

穴 鈩b，～■ ■■e■●■ ■e 甲J■■e■ ■ q ザ G b苧一bDe－幸一■、

洞穴内

F■凸■一■｡｡■■■ ●－●●■●●■●■

旬
◆

］

９
４
ヶ
▲

＆

如
叩
・
】

恥ソ》ご鞠

雨鱗洞穴

巳

一
一
一 １４

９
２
？
■

．

凸

ぬ
き
ｑ
タ

》
・

“
ｆ
咽
舎
ｆ
０

年
Ｉ

可
つ
Ｉ
唖
寺

４
ｉ
～

三浦市
》
勝’

壱
一
Ｊ溺金ｒ

ｂ
刃
Ｂ
Ｈ
Ｄ
■

Ｐ
■
■
■
■§

■
い
〃
３
０

少
彦
炉
Ｐ
Ｏ

－
瀞
‐南

谷

弥生後期

古墳前期

久ヶ原式

玉領式

洞穴内 アワビ･･サザエ･スガイ・

コシダカガンガラ･イシダ
タミ･バテイラ･クボガイ
耐

<焦鑛>サメ類･マダ

イ･クロダイ･カツオ他
‘<,職舞ミズナギ翻頻
他
<哺乳類:,ニホンジ
力･イノシシ他

釣針･回転錆

頭･ヤス

１
＆

一

。
。
《

ｒ
ｇ
０
Ｑ

み
ぴ
唖

《
岬
．
。
』

華.鯰うら､〈'箕

大繍111洞穴

魁26･三浦術i3

三浦市
南下浦海松輪瀞口

ザ ■凸■■e■●■一■｡～●

弥生後鰯～
古墳前期

久ヶ原式

玉領式

卓空■ ロー■■■凸■■ー■■凸幸一■甲●●■ ■ ■gr中■q ■ q ョ

洞穴内 |､コブシ･アワビ･ヨメカ力
什・マッバガイ･クマノコ

ダ

ガイ･イシダタミ･コシダ
カガンガラ･クボガイ･サ
ザェ｡スガイ･オオヘピガ
イ･レイシ･イソニナ･ミガ
キポラ･チリボタン他(計
37種〉

<魚類､､マタイ･カツオ

他(計11種）
<鳥類〉ウミウ･ﾋﾒｳ他
(計7種）
鎚埼乳瞬'タヌキ･ニホ
ンジカ他〈計4種）

凸 . b ■ . ■ b■一幸 ■b 会｡ ロ ロー 少、 鼻≠■●L ■BB■0りゅ■e■●5口●ヰーローロ■ー

0■0④●■●■■①0●。P■■凸■凸■■凸■■凸一■■■0甲 凸③ ■ b ログ

繩合せ式釣

針･ヤス･骨

鎌・ '､骨･貝
刃･貝輪

一F，■■ず4マ■￥ぜ

下溌上撫

下層下部

１
－
，
１
戸勤ｉ輪必鐵＃

箭
訣

争戸
３
Ｑ

■
Ｂ
４
ｕ
Ｉ
寺

市
瀧

杢
｛
鯛
岬
一
吋
肝
。
ｏ

ｎ
寺
〃
館
０
一

三
南

弥生末期～

古墳前期

弥堆中鰯～

弥生後難

前野町式
五領式

富ノ台式～

久ヶ原式

穴内

９
－ 吟

スガイ･イシダダミ･イボニ

シ聿俸
アサリ･ハマグリ･オキシ

ジミ"-マツバガイ･ヨメガ

カサガイ他(計40種）

一・一二一一・一一一･ロ

戸

．〈魚類>クロダイ他(計

3種）
<‘総溌>タカ(議・I種〉
<蝋乳溌3シカ他

一一一~一一一一一ー~~1

脅識

釣針･離頭
、
一
』

郷
一
ノ

●鐡阜
嘩
函
瘤

〃
●

一
手
《
漂

念
蕊

頭形角器･窪
角製品・ '、

骨･鳥骨製
品･貝庖丁．

員輪

'246
・・・ 、÷

.p葛 ’-... 0

悶口B綱穴

･三浦市2”

三総市
南下捕町松輪字識
贋

生後期～

古墳前期

洞穴内 サザエ･イシダタミ･コシ

ダカガンガラ･バテイラ．

クボガイ･クマノコガイ

0

1

247 噛
み
鞠
や
』
】
渕
斗
△

－
０
《
索
》
い
〆
３
１
丞

‘.､蝉も人､

少縄A洞

)8･三浦市9

一
叩
４

．
－
側
．

裁
蝿

勺
吻
上
回
り

一
一
一

購下繍町爵沙門字
八浦

弥生蕊 洞穴内 アワビ･サザエ･イシダタ

ﾐ･マツバガイ・ミルクイ．

ハマグリ他

週48
：

：
n

J
ザ

陰、 “

びしやく.『ん

蕊沙門B洞：

“28．三流流i(）
話. ． ．.．.‐

e ■ ■①■ ■ ■ 七 夕

浦町毘沙門字
原

一｡.＝仁

皇二?繕

購下

八浦

古墳中期 祁泉式
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石器画員製品207 弥生時代後期～奮増時代中期の骨便器璽縦識
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興塚堤

画
一
勺

寺
癖
函

ヴ

匙

巳鋤欝一
、
今
，
夕
■

凸
痢
汚番

徐
牝
や
必

ロ
ロ
ザ
ザ

》
窪
魔潅

地点 所在地 時代 時期 立地･種別 主要構成員類 主要魚鳥獣
争亨◆

1

骨角
画
詑

仙
叩
海
》弾

一
瞬
霊

弥生後議
－．＝守一q一一

クボガイ･アワビ･サザエ
卓
ｔ
ｌ
Ｈ
グ
ヮ

種、ＵつＪ
Ｉ
Ｆ
’

一
蕊
口く腿

〃
、
口
苓
■
■
０

一

く魚類>サメ類･マダイ
他(計3種）
〈鳥類>ウミウ･ﾋﾒｳ他
(計4種）

綴甫乳蕊>カワウソ･二

ホンジカ他(計4種）

－

画
▼＝▲

ヤ

ス･パイプ形

骨製品･貝庖
丁｡興輪. i、

篭‘

2‘19 事?し､<,《.,人

毘沙溝C洞穴

“28･三浦市11

》

●
一
．
ザ

９別
夕
く
げ
己
ｐ
ｐ
ｒ

ｌ

Ｄ

Ｇ

■

Ｐ

ザ

、
〆

。
‐
ツ
レ

”
鍵

。

〃
も
３
Ｄ
〃

■
か
。
Ｂ
■
■

市
浦
原

禰
下
浦

三
南
八

弥生後獺 洞穴内 アワビ､･イシダタミ･コシ′

ダカガンガラ･マツバガ

ｲ他(計36種〉

〈魚類>マダイ･ウツボ
他(計7種）

〈鳥類>ミズナギドリ、
ウミウ他(計6種)蕊

釣針･回転鋸
頭･ヤス･鍵・

醤曲柄形角
製品･飾棒．
袴、,ご〃

子Yﾆﾇ:顎

249 びし“’ん

毘沙調C漏穴

一e

※<哺乳類>ノウサギ．

ニホンジカ他(計5種）
※牙製腕輪・

貝翰員庖7-．
;､'愚．

がし､や'：.､ん

毘沙濁り溌穴

“28．貢瀧市i2

一一q,.:へ－4

ニイ認ri

南下鮒

八漁隔

吟
十

藏
翔
令

尿
《
ｌ沙唾墾

凸
竺
汀
■
且
●

葡Ｉ

弥生後朔 演穴向 類

251 齢-f､ ．（･も．公･･･一一／'J聴（》

癖ヶ鱗A洞穴

1浬9･三浦蒲7

一・ ｡.､人生

二主流

購海町

弥生後期 内や１群ノ舜獅
も
》
〃
１
， 員類

352 むこうがさき

詞ヶ崎B洞穴

“29．三織布8

一
ｍ
鯨
。

浦
海

三
崎

弥生後期～
古蕊前期

洞穴内 アワビ｡サザエ総,(計21
穂）

<魚類>スズキ｡/，､､タ類
他(計4種）
<噛乳類>イヌ(計1種）

鍵合せ式釣

識･･鱗･ヤス．

貝庖丁

濁3 にい'》i土送

蕊ﾉ浜洞穴

Ｉ
Ｌ

Ｊ

ｂＩｃＧ
ｑ
●
１
斗

《
『
●
ひ

び
け
・
・
ｆ
４
２
９

－
Ｆ
Ｉ
ｌ

坤
今
ｉ
Ｎ
ｊ

、
、
、
ふ
く
ｂ

金
ｆ
夕
斗
５

℃
》
ｒ
イ
ｊ

一
一
一

⑦

守
凸
与
り
一.;=目17

一勺..h 一亭4

三二締1.’

三鱗5

弥生中識～

吉職後謝
洞穴内 マダカアワビ･ウノアシ。

ｨ'シダタミ･タボガイ･サ

ザエ他(計57種）

<魚類>ベラ類･クロダ

イ他(計17種）

<‘黙熱ミズナギドリ

類･ｳﾐｳ他(計9種）
<哺乳類>:.,ノウサギ･イ
ヌ縦(計19種）

釣鼓．
Ｆ
ｂ
Ｄ
Ｊ
０
０
ｌ

・

‐
。
，
Ｐ
。
Ｇ
・
日
。

Ｌ
Ｐ
貼
唱
・

口
・
け
〃

‐
㎡
画
ｒ
巳
ｆ
ｉ
ｒ
■
ｑ
■

25‘I
口寺 も Q ■

､

殉6 ‘海・・ 1．.み

欺舞島圏添 画.＃、

･三浦市231

三浦市

嵩石町21-2純
生後期 洞穴内 イシダタミ,スガイ･クボガ

ｲ他(計106種）
<魚類>マダイ･ブダイ

航(計19種）

<鳥類>ﾋﾒｳ(計1種）
<哺乳類>カワウソ･ニ

ホンジカ他(計5種）

255 かい.と

海外第1溺穴

■

一
一
一 市139

第1興溌

郵
鯉
釦

騨
搾
雌

園
く

り
々

葬
才
『
ザ

鐘
錦
八

一・元;一一.4．－

二､癖｢龍

海外町4228-7
古壌諦蕊

弥生後期

五鑛式

久ヶ原式

函
ソ

ザ
や
Ｐ
Ｆ
印；穴蔚

令
Ｙ
ｆ
ｐ イシダタミ･ウミニナ他

サザエ･クボガイ他

<魚類>マダイ･カツオ

他(計18種）
<鳥類>カモメ類･アホ
ウドリ他(計9種）

や
／
、
や
》／シホーー

Ｄ
、
■
・
ジ
ク
グ類し享悲謡

条
●
純

夕
・
■

／
．

力･〆ザノシシ他(計4種）

蔦魚類>マダイ･カツオ
他(計19種）
<鳥類>カモメ類･ウミ

ウ他(計7種）
い
ず

、
、
、
、
》

〆、
》

｝
も

・
オ

ー
ーク類上

Ｉ
Ｉ
Ｌ

一
〉
亭

《
一
潟

，く

力･イノシシ他(計5種）
■、‐■ー■－．，.■ｩ ｡ ｡e□い ■｡■面｡. ｡ . ...堅“凸･･ﾛﾛｰ. -....口.．.

画転鑑頚･ヤ
ス･鎌｡釣針．
アワビオコシ・

棒状角器･驫
形骨器･カギ
形角器・ '、

鴬･･員輪･貝
刃･貝鹿丁？

256 ﾐﾝ､いと

海外第3源穴

･三繍禰l”

三減市

海外町11－15
前期 洞穴内 スガイ･イシダタミ他(計

饗種）
〈魚類>クロダイ･コブ

ダイ他(計3種）
〈鳥類>ウミウ(計1種）
<哺乳蕊>ニホンジカ
《計1種）
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競名

奇

泌
恵
ゾ

則
や
《
》
ク

奉
湾

の
も

毎
驚
魂
沙

・
て
２
乎

妙
畠

勝
一

寺
へ
５
ぷ

●
毒
琴

亭
蕊

念
鰯

駕
耕

一
塗

ｐ

申

．

。

◆

＆

蝿点
撚
拳

‘
ヰ
ー
み

》
篠

一
秒
ｆ
Ｄ
５

◆
。
シ
ゲ

》
得 蒋代 難 地･穂別 主蕊織成員蕊 主要魚蕊織

儲･角
輿製驫

“
ｄ
Ｌ
Ｄ
０
や

鼠瀞
、
勺
ル
ジ

宅
寺
・
ム
ゴ
で
ｑ

ゲ
ザ
ロ
》
や
轆
坪
分
●
）

齢
一
秒
、
。
、
ざ

旦
紗
》
蝿
州
哲

、
■
、
Ｌ
ｆ
員

蕊
疲
鋳

《
グ
ｆ
ｒ
も
も

参
十
１
４
く
ｑ
Ｉ
ｆ

１
１

〃
弥
“
ｆ
Ｂ
区
ロ
グ
、
Ｆ

；
ｆ
轡
３

ル
ー
ハ

、
。
◆
ｅ
Ｄ
ｊ

呼
輻
写
稗

Ｐ
５
ｑ
・
上
汀
〃

●
》
永

◆

（
．
。
Ｊ
４

－
．
、

気
心

々
ｆ
３
幸

ﾉI|崎市川鏑区

瀞”鈴木鞠．
鎚文寧期？

富墳亭歎
躍拳式●

i孚撚器

獲恵蕊

低鎚 霞蕊

句
．
》 、〈ね鳶き

久綴鋳翼蕊

鰹58．未潟知

、
。
，
。
’
㎡
沙
・
ｏ
ｇ
ｑ
ｄ

ﾉ||鋳索溌鱗区
潅謝･瀧輝

徳泉寺蕊蝋

畜代？ 土師器？ 儀溌 異議

雫
蝉 錫‘悪さ警披か運蔑

jiI鋳寧島員譲

遼鎚．,蝿蕊1

jII鏑講j"蕊区

寧凝2丁農15
馬
一

Ｇ
℃
わ
。
／

ず

ぅ
ａ
Ｊ
縄
・
６社

》
蕊
》

ｖ
壷
咄
鐸
溶
く

や

～
Ｑ

口

ｙ

〃

ず

〃

士鶏 鑑鍛 ハマダリ主体 土製品《瀧綴
慈懲溌權

争午

声

●

急
・
藤
・
‐

恥
縦

痢
Ｉ
ｊ

，

４

１

華
辨
諏

へ
グ
～
ｂ
６

＄
Ｉ

i259.衆織

一f

駁

一・ ､.￥一■ ､ . ‘－ザー･ﾏ ･ ■ , ,, .口. a △. ■ ｡‘ .｡

い
》
晶

、

・

・

Ｂ

Ｐ
Ｆ
》

、
斗

揮
さ

も
紗＃、

大鳥輿

･寒織識

今
ｒ5ケ

溝『
r”

東方

i北方
4一町 r
堂

〃|鋳詣輝錆区
堂率町7－7

蕊鶏紳繊蕊遁

《鵬)450.4“
工議敷難

鯛)鯉6.2鋤
鰯遭敷地

<幟)191

》"鋳市州鱗区
六蕊2.r鴬”…6

翼鶴寺(貝殻寺)蕊地

鋒
聡

〃
や
Ｉ
Ｆ

薙
一
銅
》 士諏鍔

士蕊

綴難

蕊難

員蕊

貫蕊

蕊

蕊蕊

鼠蕊

.~

鰯 産･迄ｿ〕だ

蕊鋤興
今津

、

。

§

て

亨
々
レ

ク
沖
十
ハ麹

一
》
へ

◆
舛
心

《
鯉
〉

今
》

ヤ
ロ
ロ
〈

■●ゴ■〆■ﾛ

4ヶ鱗．

霞ぞ
〆》兎

澪

鱈

艇鶴蔬jI l崎謹

渡磁2丁闇'4---3
競綴神綾溺選

(腰)1112

擬鱗”~賞20

鱈島小学校向

渡鶴3丁貿螺一§

(IEI)1418<梁谷氏邸
内》

(職)621

縄文？

奮代 十師器

蕊懲緊

蟻趣 ハマグリ主体
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地 所在地 時代 時期 立地･種別 主要構成員類
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．
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漁携産業の成立

－中世都市鎌倉にみる貝類の獲得と廃棄一

宗基秀明

はじめに

中世遺跡鎌倉では、地下水位の高い平野部の粘性沖積土が、動植物遺体を脆弱な保存状態なが

ら遺存させ、また海浜の乾燥した砂丘地帯も動物遺体の保存環境を作り出している。

鎌倉の中世遺跡発掘では､80年代後半以降､海浜地域の調査事例の増加を契機として､海浜に「貝

溜まり」や獣骨、人骨が数多く発見された。これらの貝、獣骨、人骨などは、まとまって一遺構を

なすようなことはないが、海浜の乾燥環境にあって、これらが互いのカルシュウム分を補いつつ残

されてきた状況は､いわゆる｢貝塚』の一種と言える。こうして出土した多量の貝殻が､河野(1988）

や金子(1988)などの論考と分析から、中世都市鎌倉における貝類採取とその消費の様子を窺え

るようになった。以下では、都市に供給される貝類がどのように採取され、流通し、調理・消費さ

れたのかを見ていこうと思う。

縄文文化以来日本列島に暮らす人々にとって、重要な蛋白供給源であったものの、現在では横

浜市の金沢漁港や横須賀市の横須賀漁港などの一部を除いて販売されていない')アカニシは、東

京湾などの干潟の拡がる内鍾泥底に生息する。相模湾に面して由比ケ浜の砂浜の拡がる現在の鎌倉

では、アカニシをほとんど見ることはできないのだが、鎌倉の中世遺跡で最も多く出土する貝類

の一つである。とくに、砂丘地帯の拡がる長谷小路以南の遺跡からの出土が顕著（全出土貝類の

50％ほど、地点l) 2)である。他方、鶴岡八幡宮と若宮大路幕府に近接する地点での出土量は少

ない（|司前8.75％、地点2） 3)。このように、相模湾の由比ケ浜に面するといえども鎌倉に供給さ

れた貝類の採取と流通が鎌倉だけで完結していたとは思われず、東京湾や三浦半島まで広げて考え

る必要があり、また地点による偏差も消費動向を探るうえで重要な視点となる。今回の報告は、拙

稿の『中世鎌倉の貝類採取と消費」 (1999)、 『中世鎌倉と三浦半島周辺の漁携具」 (2003)、 「中世

鎌倉の都市性」 （2008）にもとづいて、貝を中心とする出土動物遺体から見えてくる都市鎌倉での

漁携産業の成立を考えたい。なお、ここで用いる「産業」とは、貢納や園己消費に費えるものでな

く、社会的分業としての経済活動を指すものとする。

l .出土貝類と消費傾向

中世鎌倉で食用に供された貝類は、干潟から内鐵砂底・泥底、湾岸砂底・泥底、岩礁に生息す

るものまで多種多様である。干潟群集のアサリやシオフキガイ・カガミガイ、内懲泥底群集のアカ

ニシとバイガイ、内灘砂底群集のイボキサゴ・ハマグリ・サルボウ・マガキ・ツメタガイやウチム
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ラサキガイ、湾外砂底群集ではチョウセンハマグリ・オキアサリ・キサゴ・ダンベイキサゴ、岩礁

群集ではマダカアワビ・メガイアワビ・サザエ・バテイラ・コシダカガンガラ・ボウシュウボラに

イガイなどがある。なかでも、内簿泥底に生息するアカニシ、湾外砂底のチョウセンハマグリとダ、

ンベイキサゴ、岩礁のアワビ類とサザエが多く出土する。

これらの貝類を消費した鎌倉は、相模湾の東北端に位置し、滑jl Iや水無瀬川の作りだした由比ケ

浜に面している。相模湾は全般に、大崎、江ノ島、稲村ケ崎などの岬を除いては西から東へ流れる

潮流によって作りだされた砂浜の拡がる海岸線を特徴とする。他方、相模湾の東を限る三浦半島で

は､房総半島南部とともに隆起した東西方向に活断層を持つ葉山層群と三浦層群を中心とする岩礁、

転石海岸が卓越する。そして、また鎌倉の北東にある東京湾は夏期と冬季の潮流の変化を除いて大

きな波浪と侵食がないために内鐙の砂泥底が発達している。こうした地形環境の差異が、各地域で

／
』

蕊〃和
、

図1 中世鎌倉地形概略図と遺跡地位地図
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異なる貝類の生息を決定している。

人口の集中する中世都市鎌倉の滑川河口一帯に、土木作業や廃棄物による泥底が発達するなど

の人間による環境への関与も貝類の生息状況に変化をもたらした可能性（河野1983)も否定でき

ないが、泥底や干潟の発達した三浦半島以北の東京湾で内鐙泥底群集のアカニシが採取されたので

はないかと考えられる。砂底群集の貝はチョウセンハマグリやダンベイキサゴともども鎌倉の由

比ケ浜で採取される一方、岩礁に生息する貝類の多くは古くから漁携活動が活発に行われていた

現在の葉山町から横須賀市、三浦市の三浦半島の岩礁海岸で採取されたと思われる（久保1998)。

ただし、これらの若干は、由比ｶﾞ浜東西端の飯島岬や稲村ケ崎でも採られたであろう。このように、

中世の鎌倉にもたらされた食用の貝類は、鎌倉の前面にある由比ケ浜に限らず三浦半島や東京湾方

面からも搬入されていたものと考えられ、都市を支えた経済活動は鎌倉を取り巻く周辺地域を基盤

に成り立っていたのである。

図2と3には鎌倉の海浜地域に当たる長谷小路周辺遺跡（地点l)と鶴岡八幡宮に近い幕府中

枢域の北条時房・顕時邸跡（地点2）から出土した貝類の種別出土比率を示した。両グラフともに

それぞれの遺跡における13世紀中頃の生活面と遺跡全体での数値である。両者を比べて現れてく

る傾向は、内湾泥底群集と砂底群集の出土比率の差である。長谷小路周辺遺跡では､アカニシが圧

倒的高比率に、チョウセンハマグリやダンベイキサゴの湾岸砂底群集とハマグリの内湾砂底群集が

低比率で出土する。一方の北条時房・顕時邸跡遺跡では、チョウセンハマグリやダンベイキサゴの

湾外砂底群集とハマグリの内湾砂底群集が高く、アカニシやバイガイといった泥底群集は低い出土

率を示している。さらに、三浦半島や江の島などに生息する岩礁群集のアワビ類の出土比率も鎌倉

の海浜地域と幕府中枢域では異なる出土比率を示している。ただし、同じ岩礁群集でもサザエは同

じような比率であることが注意されよう4)。

このように、中世鎌倉遺跡から出土する貝類は、都市内からまんべんなく出土することはなく、

またそれぞれの貝種が採取される地域との遠近に関係なく地域的偏差をもって出土することがわか

る。すなわち、都市内の地域差によって、消費される貝種が異なっていたと考えられる。

15世紀中頃に描かれた『石山寺縁起絵巻』第五巻に見ることのできる貢納物の貝はハマグリと

されている。このことから中世の鎌倉でも、チョウセンハマグリやハマグリが屋敷地の食用に供さ

れていたことが予想される。また、酒に酔って騒動の起きたことで有名な下の下馬の西の頬付近に

当たる下馬周辺遺跡では、焼失した方形竪穴建物内の囲炉裏の中から1560個ものイポキサゴ出土

している（宗基1992)。これらイポキサゴはその出土状態から、家屋が焼失する直前に一度に食

されたものと考えられ、これだけの量を食べるのも大変であるが、個人的に海に出向いて採取する

愚でもなかったことがわかる5)。出土したイボキサゴに混じっていた小型の巻き貝の混入から、漁

携従事者が内湾砂底で集中的に貝の採取を行っていたことも推測できる。

図4は先に見た長谷小路周辺遺跡よりもさらに南方の砂丘域で調査された遺跡から出土した貝
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類の種別比率グラフである。アカニシが長谷小路周辺よりも少ないのに対してハマグリ類の多さが

際立っている。この遺跡では貝殻の他に魚骨、特にマグロなどの大型魚の頭部のみが数多く出土す

るように漁携民と係わりが強い海浜遺跡である。おそらくは、水揚げ地に接した漁携従事者の居住
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域の一画と考えかける。さらに由比ケ浜では産出しないアカニシの存在は、東京湾からの水揚げ品

が持ち込まれていたことを示している．

河野がボウシュウボラやミガキボラではないかとする『ヘなたり」が『徒然草』では金沢六浦
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にあると記している（河野1988)ように、岩礁群集のボウシュウボラ、ミガキボラが内灘泥底の

六浦にもたらされていたとする記述は、房総方面の貝が金沢まで搬入されていたことをも示して

いる。ホラ貝は、食するには適さず、 『徒然草』では香に用いたとしているように、食用ではない。

これをもって、短絡的に他の食用員類も産出地から離れた鎌倉へと各地からもたらされていたとす

ることはできないかもしれないが、中世鎌倉から出土するアカニシは、東京湾の泥底で採取された

ものがもたらされた可能性は高い。由比ケ浜に接した長谷小路周辺で大量に出土するアカニシは、

単に産出地に近かったためではなく、多様な階層が集住する都市での消費に応じた水産物の搬入を

示している。その搬入先が鎌倉の由比ケ浜であることは、由比ケ浜のでの漁の水揚げ地が単なる由

比ケ浜に居住する漁携従事者の水揚げ地ではなく、東京湾の水産品も集まる水産市場であり、 この

水産市場から水産品が都市内へと流通し、上に見た二適跡でのように地域による消費の差を生み出

したと考えるが、なぜそうした消費の差違とともに、直接的な漁携従事者だけでない水産品の搬入

を行なう者までが内包された水産市場が由比ケ浜に生まれたのであろうか。

3消費と流通

消費傾向の地域的差違については、調理法と摂食形態が影響しているのではないかと指摘した

ことがある。すなわち、古代から中世にかけての饗宴における共食と身分についての原田(1997)

の考察を下敷きに、中世から近世にかけての膳の形態（本膳料理と懐石料理）とその調理法は、①
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なます

塩や酢による動物質を鰭にする、②動物質と植物質を煮る・苑でる・蒸すを基本とし、③焼く調理

法はあくまでも供応の席の料理では付随的であり、またお土産としての保存調理法のようであると

考えた（宗臺1999)。鎌倉鶏の後半に確固とした位置を国内に占めた禅宗の精進料理の影響も見

逃せないかもしれない。

出土する貝殻には調理の痕跡を見ることができる。貝殻の白化、焦げ後、打ち欠きである。白

化は貝殻が白く変色し､殻質に粘りはなく粉質状となっている。この白化と殼質の粉質化は､加熱、

特に苑でたためと考えられるが、ハマグリ類などの二枚貝に頻繁に見られ、鍋などにて苑でられた

ものと考えられる。おそらくは小型のキサゴ類も同様であったろう。さもなければ、方形竪穴建物

内囲炉裏に捨てられた1560個ものイボキサゴを一時に調理できまい。ただし、白く変色していな

いハマグリ類も見られ、殻から身が抜き取られた場合もあったようだ。

他方、アカニシでは口唇とその反対側の体層が大きく打ち欠かれている例が多く、打ち欠かれ

た体層の周りに黒く焦げた跡を確認できる。この焦げ跡は、アカニシのロを上に向けて火にかけて

焼き、その後に身を引きずり出して食されたことを示している。まるで私たちがサザエを焼くとき

のようである。しかし、出土したサザエには焦げ跡をこれまでに確認したことはない。サザエの殻

が薄く、剥離しやすいためであろうか。また、古来より熨斗鉋として贄などの貢進物とされたアワ

ビの殻は、そのほとんどが小さく割れてしまっている。中世の鎌倉では、柱穴の中に埋地されるな

ど（宗臺ほかl997)、多分に呪術的要素の強いアワビの調理法は、出土貝殻からは不明とせざる

をえない。やはり干物を調理した煮物か生ものとして食されたのであろうか。

出土貝殻の観察からは、サザエとアワビの調理法が判然としないが、ハマグリ類、ダンベイキ

サゴとアカニシの調理法は、ほぼ明らかである。すなわち、苑でたダンベイキサゴ、苑でるか抜き

身を煮たハマグリ類に、焼いたアカニシである。この調理法を、料理の中に位置づければ、煮物に

も用いられるハマグリ類や干物であった可能性の高いアワビは、膳に盛られる饗宴の料理であり、

貝殻ごと焼いた後に身を抜きだすアカニシは饗宴の場にはふさわしくない料理となる。こうした食

材によって異なる調理法が､出土地域による貝種の出土比率の差異に結びついているのではないか。

そして、そのことは食の階層性、すなわち貝種の選択に当たって、地域住民の階層に起因する食事

形態の相違を示しているものと考えられる。

中世都市鎌倉の中に見られた貝類の消費傾向の差違は、実際にはどのような人々によって供給

されていたのだろうか。

中世鎌倉の漁携を論じた（宗基2003）際に、鎌倉の東南部に位置する材木座から小坪にかけて

の飯島岬で活動していた丸木船漁携民が、幕府を始めとする武士のほか、寺社での鮠需要の多くを

賄っていたと想定し、その飯島の地が将軍家もしくは宝治合戦(1247年）以後には北条氏によっ

て掌握されていたと考えた。そして、貢進の見返りに磯見付き漁の占有権の獲得と海上活動・海上

警護の責をも彼ら漁携民が負ったと考えた。すすんで、磯漁だけでなく鎌倉湾から三浦半島にかけ
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ての海上活動の権益は、彼ら漁湧民が海上からの物資搬入（太平洋海運）にも携わった可能性の高

いことを示唆し、その背景として漁法から窺える紀伊半島との緊密な関係を想定した。

このようにして行政機関と統治機関に対する貢進の見返りといえども、広範な海上活動の占有

権を持ったこうした漁拷民は、貢納・貢進と自家消費に限られた漁を行なう漁携従事者ではなく、

すでに見てきた都市内消費の水産物を供給する産業従事者として、その立場を確立させていたと考

えられる。
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5.おわりに

漁携産業の成立を見た中世鎌倉の由比ケ

浜、かつては「前浜｣、 『由比の浦」などと

呼ばれた湊の背後に広がる砂丘地帯には、

動物の死に係わる牛馬の解体や骨細工、そ

れに皮革工芸などに従事する人々が活躍し

た。筆者はこの地域を中世都市鎌倉の交易・

経済センターとして捉えているが、そうし

た活動のうち､漁携に係わる活動痕跡が「貝

溜まり」や魚骨の出土となって発見されて

いる。この痕跡から、今回は漁携産業の成

立が窺われないかと考えたが、その成立背

景には古代都市と異なる中世鎌倉の都市セ

ンター機能があると考えている。それは、

急激な東国武士の集住から始まった鎌倉幕

府が貢納体系を持たず、各武士団所領から

の穀物を中心とした物資の他に、多くの生

活物資の搬入を前提とせざるを得なかった

ことに加え、北条執権期に顕著となった統

治権と行政権の分離が複雑な物資の流入を

促したことを特徴としている。こうした大馥促したことを特徴としている。こうした大規
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図6鎌倉センター機能概念図（宗基2008）

模交易が鎌倉の経済基盤となり、そこで暮らす都市民

を中心とした小金経済がさらなる物資流通の拡大を助長したものと想定している。

註

l)近世末から大正時代にかけての長谷観音前遺跡では、アカニシは出土せず、岩礁に生息する貝が多く出土する。

他方、近年では江ノ島や城ケ島の観光地でアカニシの肉がサザエの代用にされていたとも言う。そして、最近で

は三浦半島の相模湾側漁港の市場でもアカニシが販売されているが、多くは東京湾からもたらされている。

2.）長谷小路周辺遺跡和田塚地点（宗基ほか1995)

3）北条時房・顕時邸跡（宗基ほか1997）

4）海浜地域は、中世地山から覆土までが細かな貝類の破砕片を多量に交えており、おのずとカルシュウム分の遣

存条件が良く、幕府中枢域の中世地山や覆土は水分を多く含む粘質土であるなど、地域の異なる複数遺跡からの

動物遺存体出土点数の単純比較を行えない条件も考えられるが、ここで用いた両遺跡の出土貝類の比率は、中世

に限った遺跡の存続年代を通して大きく変わらず、遺存条件の差異が両遺跡の比較に当たって大きな変数とはな
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らないと考えられる。また、本論で掲げた貝種の出土比率が大きく変化するのは近世の江戸期に入ってからであ

ると思われる（註l)。

5）イボキサゴと同時に出土した二枚貝の殼高と冬輪との関係から、夏から初秋にかけての時期とされる。また、

貝の採取に当たっては、アサリ、カキ、メガイアワビ、パイなど春から夏にかけての産卵期に、時には死に至る

中毒を起こさせるもののあり、貝種による採取時期が当然に異なっていたであろう。特定遺構からの出土貝種に

よって、その地域の貝類の消費傾向を追うことはできない。
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近世・近代 一消費社会と貝塚一

桜井準也

はじめに－貝塚かゴミ穴か－

考古学において「貝塚」 という用語は主に縄文時代研究において使用される。 『広辞苑』 （第

5版）においても 「貝塚」は「人が食した貝の殼が堆積したもの。全世界に分布するが、 日本

の縄文時代のものが数も多く、内容も豊か。土器・石器とともに各種の自然遺物が混じり、生

活や環境復元資料として重要」 と記載されているように、 「貝塚＝縄文時代」 というイメージが

ある。 しかし、縄文時代以降も貝塚は存在し、 より現代に近い近世や近代においても貝殼に混

じって自然遺物（食物残澄）や人工遺物（生業に使用される道具や生活財）が出土する。ただ

し、縄文時代においては廃絶された竪穴住居内や台地・丘陵の斜面に貝殼が廃棄されるのに対

し、近世や近代では穴を掘って他の不要なゴミと一緒に貝殼が廃棄されることが一般的である。

また、近世や近代においては陶磁器などの人工遺物の占める割合が多いこともあり、貝殼や動

物遺体が出土する地点は「貝塚」ではなく 「ゴミ穴」 （遺構名称としては土坑や廃棄士坑） と呼

ばれる。本発表では貝殻や動物遺体を伴う 「ゴミ穴」を「貝塚」 として紹介するが、その「ゴ

ミ穴」も昭和30年代頃から始まったゴミの回収事業の浸透によって、現在では家庭や地域集団

によって形成されることはなくなった。多くの研究者は気付いていないが、 これは「未来の考

古学の危機」である。 これに対し、貝殼のみで構成され、縄文時代の貝塚をｲ方佛とさせる貝塚

は現在でも存在する。全国各地に存在する貝の剥き身の作業場周辺にみられる貝の廃棄場がそ

れであり、貝類の養殖が盛んな海浜部に点在している。

神奈川県内では残念ながら近世や近代の「貝塚」が発掘調査された事例は非常に少ない。そ

のため、今回は発表者がかつて調査を行った東京都内の近世遺跡の事例および三浦市の近現代

遺跡の事例をあげながら、海産物が商品として流通し消費された時代である近世や近代の貝塚

の性格について考えてみたい。

1 ．近世の貝塚から何がわかるか

江戸を中心とする近世遺跡から、 どのような動物遺体が出士するかについては、金子浩昌先

生の著作（金子1991･1992．2001など）を参照していただくこととし、ここでは近世の貝塚（ゴ

ミ穴）から出土する動物遺体を検討する際の論点をあげてみたい。

（1）消費の場

近世の貝塚（ゴミ穴）において、まず考えなければならないのは貝塚（ゴミ穴）がどこに存

在するか、すなわち「消費の場」の問題である。江戸遺跡の場合は大名屋敷や旗本屋敷なのか、

寺社地であるのか、町人の暮らした町屋なのかという遺跡の性格によって出土遺物の内容が異
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なる。 さらに、大名屋敷の場合は、上屋敷・中屋敷・下屋敷の区別があり、それぞれの位置づ

けや居住者が異なる。また、同じ大名屋敷から出土した遺物でも本殿で消費された遺物なのか

足軽長屋で消費された遺物なのかによっても内容が異なる点にも注意を要する。

ここでは大名屋敷の事例として、東京都港区郵政省飯倉分館構内遺跡（桜井1987. 1992) と

文京区東京大学本郷構内理学部7号館地点（秋元1992)を比較してみたい。なお、郵政省飯倉

分館構内遺跡は米沢藩上杉家中屋敷および臼杵藩稲葉家下屋敷にあたり、東京大学本郷構内理

学部7号館地点は加賀藩前田家上屋敷の「御貸小屋」 （江戸在住藩士の住まい）にあたる。郵政

省飯倉分館構内遺跡から出土した魚貝類は次のようなものである。

魚類：マイワシ、アナゴ科、 ウツボ科、サケ科、 コイ、エソ科、ボラ科、カマス科、アマダ

イ科、ブリ、アジ科、スズキ、アラ、 クロダイ、マダイ、 ソウダガツオ属、カツオ、

マグロ属、マサバ、 コチ、 メバル、マダラ、 ヒラメ科、カレイ科、アンコウ目

貝類：アワビ、キサゴ、サザエ、ツメタガイ、ボウシュウボラ、アカニシ、パイ、サルボウ、

アカガイ、 タイラギ、イタボガキ、マガキ、ハマグリ、カガミガイ、アサリ、シオフ

キ、オオノガイ、ヤマトシジミ

このうち、魚類ではマダイが全体の約半数を占め（前上顎骨で56．0％、歯骨で44．2％)、貝

類ではハマグリが多く （3056個体)、アワビ・サザエ・アカガイなどの高級な食材が目立つこ

とが特徴である。そのため、その多くが宴会や儀式など「ハレ（非日常的)」の食事に供され

たものが主体を占めると推定された。 これに対し、東京大学本郷構内理学部7号館地点から出

士した魚類は次のようなものである。

17世紀代の陶磁器を伴う遺構：

ウナギ亜目、サケ科、 コイ目、ナマズ、 タラ科、マダラ、スケトウダラ、カマス科、ア

カカマス、ブリ属、アマジ属、シイラ、 タイ科、キダイ、マダイ、サバ属、サワラ、マ

グロ属、 コチ、カレイ目、 フグ科、真骨類

18世紀代の陶磁器を伴う遺構：

ウナギ、 ドジョウ科、マイワシ、サケ科、 コイ目、ナマズ、ニシン科、タラ科、マダラ、

スケトウダラ、ブリ属、マアジ属、シイラ、 タイ科、マダイ、 クロダイ属、サバ属、カ

ツオ、マグロ属、コチ、カレイ目、フグ科、真骨類出土量ではタイ科のキダイとマダイ、

タラ科のマダラ、スケトウダラが若干多くなっているが、郵

政省飯倉分館構内遺跡と比較する

とマダイが特に多く出土しているわけではなく、その多くが加賀藩士の「ケ（日常的)」の食事

に供されたものと考えられる。

また、その屋敷が特殊な目的で使用された場合､その性格は直接的に出土遺物に反映される。

例えば、東京都文京区動坂遺跡からはスズメとハトが多く出土しているが、その理由としてこ
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（2）流通と消費 第1図郵政省飯倉分館構内遺跡出土ハマグリの殼長分布(桜井1992）

近世になると様々な物資が全

国に流通するようになってくるが、魚貝類などの食材もその例外ではない。ただし、 「生もの」

である魚貝類は流通過程で傷んでしまうため、 当時は干物や塩漬けにするなど様々な保存の方

法がとられた。発掘調査で出土した魚類が「生もの」であったか塩漬けや干物であったかを区

別することは難しいが、江戸遺跡から出土するサケやサバの中には塩ザケや塩サバ、フグの中

には干物として地方から送られてきた可能性がある。また、マグロなどの大型の魚が切り身で

購入されるなど販売方法や調理方法については､魚種ごとにどのような部位が出土しているか、

あるいは魚骨にみられる包丁の切断痕の分析よって検討することができる。

また、魚貝類の流通と消費の問題を考える場合に考盧しなければならないこととして、商品

として売られていた魚貝類がその種類だけではなく大きさで選別されて売買されていたという

点がある。 この点を明らかにしてくれたのは前述した郵政省飯倉分館構内遺跡のハマグリの事

例である。 ここでは出土したハマグリの大きさ （殼長）を出土遺構や出土層位ごとにヒストグ

ラムを作成したところグラフが二つのピークを持つ双峰形となることがわかった（第1図)。こ

れは当時ハマグリが大型のもと小型のものに選別されていたことを示すもので、大型のものが

「焼き蛤用」、小型のものが「吸物用」 として売買されていたと推定される。

（3）消費者の嗜好とその変化

近世においては身分や階層によって意識的に食べなかった食材が存在した。例えば、武士階

級はフグやコノシロを食べなかったとされる（フグはその毒によって命取りになり 「お家断絶」

につながり、 コノシロは「此の城」に通じ縁起が悪いため)。 しかし、大名屋敷の遺跡の多くか

らフグが出土しており、その実態は若干異なるようである。また、天武天皇の「殺生禁止令」

（675） 以来、わが国では仏教の教えから四足動物に対する禁忌が存在したとされている。 し

かし、実際には、江戸時代には牛肉の「薬食い」が存在し、猪は「山鯨」や「牡丹｣、鹿は「紅

葉｣、馬は「桜」 と称して食されており、江戸の「ももんじや」では鹿・猪・熊・兎などの野獣

を扱っていた。 このことを発掘調査によって実証したのが大量の動物骨が出土した新宿区三栄

町遺跡である。 この地は御家人屋敷であったが、骨集積からはイノシシ97頭、シカ71頭、力
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第1表郵政省飯倉分館構内遺跡の魚類出士状況(桜井1992）

れる。

さらに、消費者の食物嗜好の変化を動物遺体の分析を通じて明らかにすることもできる。わ

が国で好まれる魚というと、中世においては鯉、近世においては鯛とされている。現在におい

ても鯛は婚礼などの祝い事には欠かせない魚であるが、最近ではマグロを好む人が多い。 しか

し、マグロはかつて下魚として疎まれた存在であり、延享年間(1744～48)の 「江府風俗誌』

では「鮪や甘藷、南瓜などは甚下品な食物にして町人も表店住の者は、食する事を恥じる体也」

とされていた。 しかし、文化7年(1810)に「此の冬、マグロの魚漁ある事薙し。総豆相の三

州にて一日一万本を獲るといへり」 （『武江年表』） とあり、 この頃から一般に食されるようにな

り、同年の「飛鳥川」には「昔はまく、ろを食たるを、人に物語するにも、耳に寄って、窃に咄

たるに、今は歴々の御料理に出るもおかし」 という記載がある。その後安政年間(1854～60)

には鮨屋でマグロの「ズケ」が登場するなど幕末から明治にかけてマグロが普及し、戦後にな

ると冷凍技術の発達や肉食の普及にともなってトロが流行するようになる。 このような、マグ

ロにかかわる消費者の嗜好の変化が示されたのが前述した郵政省飯倉分館構内遺跡であり、 17

世紀前半から19世紀前半にわたる土坑から出土した魚類の中でマグロが出現するのが18世紀

後半から19世紀にかけてであり（第1表)、文献史料の記述と一致している（桜井1987.1992)。
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このように、文献史料などで示されている当時の食生活にかかわる事項が近世貝塚の発掘調

査によって実証されることがあり、逆にこれまでの常識が否定されることもあるが、 このこと

は近世においても貝塚研究が有効であることを示すものであるc

2．近代の貝塚から何がわかるか

(1)ヤキバの塚遺跡の調査と成果

三浦半島の先端部に位置する三浦市松輪地区は古くから漁業が盛んであり、延宝2年(1674)

には江戸付肴場設立に伴って附浦となり、近世末期に上方漁法の影響を受けてからは漁業が生

業のうちに占める割合が高まり、松輪地区は間口湾を拠点的な漁港として発達した漁業の村と

なった。最近では「松輪サバ」がブランドとして全国的に知られている。本地区の集落の近辺

には「ケンガラバ」 （写真1）と称される日常的に貝殼や生活財を廃棄する地点が存在する。 「ケ

ンガラバ」には谷戸頭や斜面部に廃棄されるものと多量の遺物の廃棄によって塚状の盛り上が

りを呈するものが認められる。三浦の塚研究会ではその形成時期や性格が不明瞭であったこれ

らの塚状の「ケンガラバ」の実態解明のため、 2002年および2003年に近代の貝塚であるヤキ

バの塚遺跡の発掘調杳を実施した（藤山・桜井2003、三浦の塚研究会2003、藤山2004、藤山・

渡辺ほか2003、桜井2007)◎

ヤキバの塚遺跡は松輪地区東方の台地上、八ヶ久保集落の東方に広がる畑地に位置する。塚

の規模は現状で長さ約20m、頂部と畑地との比高差は約2.5mであるが、西側を中心に周囲が

耕作によって削られており、かつてはより大きな規模であったと考えられる（第2図)。調査の

結果、本遺跡は明治時代から戦後にかけて形成されたものであることが明らかになった（表土

層：戦中から昭和30年代頃、第1層：戦中頃、第2層：昭和前期、第3a．b層：大正末～昭

和初期、第3cE:大正後期、第4層：明治末～大正期、第5 ． 6層：明治30～40年代、第7 ．

8層：明治20～30年代、第9層：明治10年代頃)。なお、第3b層と第3c層の問に硬化面は

関東大震災の後片付けにかかわるものと推定される。

出土遺物としては陶磁器やガラス製品を中心とした人工遺物と貝類・魚類を中心とした自然

遺物が大量に出十している。出土遺物の中で生活財の変遷を追っていくと、灯明Ⅲやランプが

電燈に変化するなど三浦半島の漁村部で近世的生活が近代（現代）的生活に変化する時期とし

て大正期頃がその転換期として位置づけられることがわかった。また、この塚は「ゴミ捨て場」

として単純に捉えられない側面を持っていることもわかった。塚には参道が作られ明和4年

(1767)の銘のある地蔵が安置されており、毎年8月の盆の16日にはその地蔵の周囲に盆で使

用した飾りや供物が並べられている （｢オショロ流し｣） （写真2）。 この塚からは子ども茶碗・

おはじき・ビー玉からファミコンのカセットにいたる 「子ども」に関連する遺物が多く出士し

ており、地蔵近くの斜面から戦後の西洋人形も掘り出されている。 このように、 この場では比

較的最近まで子どもの所有していた人形や玩具を「送る」行為が行われていたようである。出

土した遺物が「廃棄」によるものか「送り」によるものなのかという問題は縄文時代の貝塚研

究においても話題になるが、 この塚も単に生活財の「廃棄の場」 というだけでなく、 「送り場」
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写真1 ゲンガラバの分布 （星印はヤキバの塚遺跡）
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としての側面をもっていることがわ

かる。

（2）出土した魚貝類の分析

自然遺物の分析からも多くの興味深

い調査結果が得られている。まず、魚類

では次のような種類が出土している。

ウツボ科・ニシン科・マイワシ・サケ

科・マトウダイ科・フカカサゴ科・ス

ズキ属・アマダイ科・シイラ属・アジ

科・ブリ属・タイ科・クロダイ属・マ

ダイ・タカノハダイ属・イシダイ属． 写真2 盆のオシヨロ流し

メジナ属・ベラ科・ブダイ科・サバ

属・カツオ・カレイ科・ヒラメ科・カワハギ科・ウマズラハギ・カワハギ・ハコフグ科・フグ科

出土量ではカワハギ科を筆頭にサバ

属・タカノハダイ属・フサカサゴ科の占

める割合が高い。明治13年（1880）の

松輪村の漁業生産暦(第2表）をみると、

この地域では釣漁、延縄漁、網漁などが

行われており、漁獲対象として3月から

10月はイワシ、 4月から6月まではサ

バやイサキ、 5月から6月はヒラメ、 9

月から5月はタコ、 7月から10月はシ

ビ、9月から6月まではタイ、 10月から

1月まではカサゴ、 12月から2月まで

はブリ、通年のエビなどとなっており、

その中でもエビ､タイ、ヒラメ、イサキ、

カサゴ、サバなどが沿岸漁業の中心的存

在であったことがわかる。これらを実際

に遺跡から出土した魚類と比較すると

重なる魚種も多いが、遺跡から出土した

魚種には市場では通常取り引きされな

いものが含まれている。また、かつては

この地域の漁獲の中心的存在であった

マダイの占める割合は低く、代わりに力
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第2表明治13年における松輪村の漁業生産暦

（三浦市教育委員会 1987）
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写真3 ヤキバの塚遺跡出土貝類

ワハギ科魚類が多量に出土しているという傾向がみられる。 さらに、魚の大きさが全体に小振りである

点も指摘できる。例えば、サバ属に関しては椎体による体長推定の結果、体長30cm以下の小型のサバ

がほとんどであることが判明している。このように、ヤキバの塚遺跡から出土した魚類は商品にはなら

ない魚種や大きさのものが主体となっており、それに加えてサケのように,萄品として魚屋などから購入

したもので構成されることがわかる。これに対し､本遺跡から出土した貝類は次のようなものである（写

真3)。

巻 目
〆、 ヤツシロガイ・ ヒラサザエ・アワビ・ トコブシ・マツバガイ・ベッコウガサガイ・

ヨメガカサ・ウノアシガイ・ユキノカサガイ・エビスガイ・イシダタミ ・クボガイ・

クマノコガイ・コシダカガンガラ・バテイラ・スガイ・コシダカサザエ・ハリサザ

エ・アマガイ・オオタニシ・オオヘビガイ・ウミニナ・ホシキヌタガイ・ツメタガ

イ・カコボラ・オオナルトボラ・アカニシ・イソバショウガイ・レイシ・イボニシ・

イソニナ・ナガニシ

カリガネエガイ・サルボウ・イタヤガイ・ヤマトシジミ ・ハマグリ ・オニアサリ ．二枚貝
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貝類組成を検討すると

サザエを主体にボウシュ

ウボラが多く出土してい

る。 このうち、サザエは

現在、商品として流通し

ているが、その商品価値

写真4 貝突き漁によるサザエ

が高まったのは戦後になってのことである。また、ボウシュウボラも現在は漁獲量が少なくな

ってきたが、戦前はよく食べられていた貝類であり、大正期以前は大量に自家消費されていた

という。なお、ボウシュウボラは水深5mから30mくらいの深い外洋に生息するために、見突

き漁（船上よりメガネを用いて海底をのぞき、磯魚を突いたり、貝類、藻類等を捕採する漁）

や潜水漁法で大量に採取することは難しく、イセエビなどの刺網に付着してものを採取してい

たことが多かったと推定される。 これに対し、古くから商品価値の高かったアワビは大量に採

られたが、ほとんどが市場へ運ばれており、本遺跡から出土したアワビはわずかである。なお、

出土したサザエの中に穿孔された資料が混じっているが、 これらは見突き漁の際に誤って穴を

開けてしまったものである （写真4）。また、比較的多く出土しているものの市場に流通しな

い小型の巻貝などは料理でダシをとるために使用されていたと考えられる。

（3）漁村の食生活

このような近代の貝塚（ヤキバの塚遺跡）から出土した魚貝類に関する分析結果は、漁村における食

生活の実態を解明する貴重な手がかりを与えてくれる。まず、貝塚からは市場では取り引きされない種

類や大きさの魚貝類が多く出土している。すなわち、漁獲量統計はあくまで出荷されて消費地へ送られ

る魚貝類の漁獲量であり、 自家消費される魚貝類はここには含まれないのである。このことは松輪地区

の食事献立に関する聞き取り調査の結果をみても頷ける。農山漁村文化協会の『聞き書神奈川県の食

事』 （遠藤ほか1992）によると、昭和初期の松輪地区の食卓に登場してくる魚貝類は、 日常食でアイナ

メ、カタクチイワシ、イワシ、アジ、サバ、行事食でサザエ、カサゴ、メバル、ヒラメである（第3表)。

このうち、 日常食については実際にはもっと多くの魚種が食卓に上ったと思われるが、 日常食に高級な

魚貝類は登場しなかったと思われる。また、行事食についてはサザエやヒラメは登場するがアワビやマ
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第3表昭和初期の松輪の食生活（遠藤ほか1992より作成）

ダイは登場していない。これらは聞き取り調査されていない婚礼の席に登場した可能性がある。いずれ

にしろ、この調査はあくまで当時の代表的な食生活についての聞き取り調査であり、ここからは日常的

に消費された魚の種類や大きさなどの詳細な情報は得られない。その意味で、近代貝塚から出土する動

物遺体は近代漁村における魚貝類の消費実態を知る貴重な資料ということになる。

おわりに

近世から近代にかけての貝塚から得られる情報は、それ以前の貝塚から得られるものと異なる点が多

い｡その理由として､第一に漁獲物の多くが商品として流通し､消費地で消費されることがあげられる。

そして、消費者の身分や階層・出身地・経済状態、宴会や儀式（ハレ）の食事と日常（ケ）の食事、あ

るいは時代による嗜好の変化が存在し、それに伴って消費される食材も異なっていた。また、こうした

消費地にかかわる様々な問題の背景には生産地における近世から近代にかけて起こった漁業技術の変

革がある。具体的には、新たな漁法の導入、漁具の改良、そして沿岸から沖合・遠洋への漁場の変化を
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もたらした動力船の導入である（松輪地区では大正5．6年頃からサバ漁、大正10年頃からカツオ・マ

グロ漁に導入)。また、製氷機の登場（明治44年および昭和8年に三浦製氷株式会社が設立）や昭和

29年の船内急速冷凍技術の開発も近代漁業に画期をもたらした。

このように、近世や近代の貝塚から得られる様々な情報は文献史料の多い時代にあっても、当時の漁

業や食生活について知るために重要であることは明らかである。今後は学際的研究を視野に入れながら、

近世・近代貝塚の調査研究が発展することを期待したい。
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良文化財研究所）の鑑定結果を使用させていただいた。
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メタ・アーケオロジー研究会（編） 『近現代考古学の射程～今なぜ近現代を語るのか～』六一書房

渡辺直哉・山崎健2006 「第8回動物考古学研究集会開催報告発表要旨近現代貝塚における軟体動物の研究」

｢動物考古学」第22号
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神奈川県貝塚発見||直一覧表

岡本孝之

1 本表は、神奈川県の貝塚を発見年代||直に並べたものである。一部、報告年、発掘年を

発見年としたものがあり、発見は遡る可能性がある。

貝塚は縄文時代から奈良・平安時代までを対象とした。

2 地域を、次の3地域に分けた。

東京湾岸（川崎市、横浜市）

三浦半島（横浜市金沢区、横須賀市、三浦市、葉山町、逗子市）

相模湾岸（鎌倉市、横浜市戸塚区、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、平塚市、伊勢原市、

二宮町、小田原市）

3本表は、神奈川県立歴史博物館2008『神奈川県貝塚地名表』をもとに作成した。若干

の追加訂正がある。文献は、著者名・発行年で示した。同耆の文献欄を参照されたい。

本表の初出文献欄では「貝塚の会2008」 と略称している。

4今後の課題

（1）古く発見された貝塚で、広域地名などのため位置を確定できないものがある。 『神奈

川県貝塚地名表」には掲載されていない。

阿部正功1893の鶴見区東寺尾、神奈川区子安

内山九三郎1894の鶴見区上末吉

小林與三郎（東大1901）の鶴見区東寺尾原

（2）所在位置を確認できない貝塚が15件ある。 『神奈川県貝塚地名表』には位置不明とし

た。

59神隠（北)、 66獅子ケ鼻、 67六万ノ原、 76佐江戸、 110倉畑、 124番神台（西)、

138綿内谷、 141北寺尾神明社、 152烏越町、 167ヤブシタ、 169大谷戸、200柿ケ谷、

214諸口、 24O佐野、 278藤沢

（3）現状を確認できなくても地図、地名・地番などで位置を推定した貝塚があり、分布図

に示した。 『神奈川県貝塚地名表』には未確認としている。

（4）別名称で重複して登録された貝塚がある。
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名
称

発
見
者

年
初
出
文
献

東
大
地
名
表

酒
詰
1
9
3
8

石
野
瑛
1
9
5
3

酒
詰
1
9
5
9

県
71

横
浜
市
0
4

貝
塚
の
会

根
岸

森 末
吉

中
村
(
八
幡
社
付
近
）

高
田

税
関
山

二
の
谷
入
口

南
太
田

中
村
藤
塚
東
方

駒
岡
(
長
塚
原
）

長
尾

馬
場

子
安

折
本

東
寺
尾

西
寺
尾

樽 二
見
台

矢
上
谷
戸

箕
輪

篠
原

南
綱
島

師
岡

上
末
吉

マ
カ
ド
ヒ
ラ
ダ
イ

帷
子

生
麦
瀧
坂

鶴
見
三
笠
園

ヤ
ブ
シ
タ

元
町

山
手

野
毛
山
大
神
宮
裏
手

堀
ノ
内
村

(東
大
18
97
）

根
岸
坂
の
台

中
6

な
し

鶴
1
1

な
し

港
1
5
4

西
3

な
し

な
し

南
9

鵺
1

中
8
移
動

な
し

鶴
7
8

な
し

港
北
2

西
1
0

な
し

南
6

南
4
2

鶴
2
9
移
動

◎
坂
の
台

◎
森

◎
小
仙
塚

中
村
八
幡
社
付
近

◎
高
田

◎
池
ノ
坂

二
の
谷

◎
清
水
ヶ
丘

◎
稲
荷
山

◎
駒
岡

(
東
大
1
8
9
7
の
誤
認
）

◎
馬
場

■
風
早
台
？

◎
折
本

■
不
明

坂
ノ
台

森
■

小
仙

中
村
■

中
居
根

池
ノ
坂

ニ
ノ
谷

太
田
■

稲
荷
山

駒
岡

長
尾
誤

馬
場
■

■

折
本 ■ ■ 樽

二
見
台

谷
戸

箕
輪

富
士
塚

南
綱
島
■

師
岡 ■

平
台

保
土
ケ
谷
ゴ
ル
フ
場

風
早
台

三
笠
園
内
■

藪
下
町
■

山
手
町

山
手
町

伊
勢
山
大
神
宮

女
坂
な
ど
■

坂
ノ
台

屏
風
ヶ
裏
森

小
仙
塚

中
村
八
幡
社
近
傍

高
田

池
ノ
坂

二
の
谷
入
口

横
浜
南
太
田

横
浜
稲
荷
山

駒
岡

権
現
台
誤

馬
場
(北
）

ミ
ル
ン

ミ
ル
ン

ミ
ル
ン

富
士
谷
孝
雄

人
類
学
会

人
類
学
会

坪
井
正
五
郎

井
上
･
鳥
居

井
上
･
鳥
居

井
上
･
鳥
居

井
上
･
鳥
居

阿
部
正
功

阿
部
正
功

阿
部
正
功

阿
部
正
功

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３

ミ
ル
ン
1
8
8
1

ミ
ル
ン
1
8
8
1

ミ
ル
ン
1
8
8
0

宮
士
谷
1
8
8
3

坪
井
8
6
若
林
9
2

1
8
7
9

1
8
7
9

小
仙
塚

八
幡
神
社
付
近

中
井

池
の
坂

こ
の
谷

東
大
1
8
9
7

東
大
1
8
9
7

東
大
1
8
9
7

東
大
1
9
0
1

な
し

東
大
1
8
9
8

東
大
1
8
9
7

東
大
1
8
9
7
誤

東
大
1
8
9
7

東
大
1
8
9
7

東
大
1
8
9
7

東
大
1
8
9
7

1
8
8
3

1
8
8
5

1
8
8
6

坪
井
1
8
8
8

井
上
鳥
居
1
8
9
3
A

井
上
鳥
居
1
8
9
3
A

井
上
鳥
居
1
8
9
3
B

井
上
鳥
居
1
8
9
3
B

阿
部
1
8
9
3

阿
部
1
8
9
3

阿
部
1
8
9
3
B

阿
部
1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

1
8
9
3

藤
塚
付
近
､
稲
荷
山

駒
岡
八
千
代
田

鵺
5
9
隣
接

不
明

都
築
3
7
9

不
明

札 柵 緑 柵
折
本

折
本

ｌ ④ ⑪ Ｉ
８ ８ ８ ８ ８ ８ １ 冊目 自 自 自 自 自 自 良

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

九 九 九 九 九 九 九 九

山 山 山 山 山 山 山 山

内 内 内 内 内 内 内 内

◎
樽

◎
二
見
台

◎
矢
上
谷
戸

◎
箕
輪

表
谷
な
ど

■
南
綱
島

◎
師
岡

上
台
？

◎
平
台

◎
保
土
ケ
谷

◎
風
早
台

◎
生
麦
平
台

■
池
之
坂
か

◎
元
町

◎
山
手

◎
伊
勢
山
皇
大
神
宮

■
不
明

４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８１ １ １ １ １ １ １ １

山 山 山 山 山 山 山 山

内 内 内 内 内 内 内 内

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大

東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東 東

樽

二
見
台

矢
上
谷
戸

箕
輪

表
谷
東
西

南
綱
島

師
岡

樽 華 鈩 鋤 》 榊 鯏

札 卿 脚 削

な
し

鶴
9
2

港
北
3
4

港
北
3
9

港

港
4
9

不
明 中 な
し

鶴
3
4

鶴
3
2

不
明

中
8

中
7

西
4

な
し

港
北
1
4
0

港
北
1
8
3

不
明

中
1
2

保
3
3

鶴
1
0
8

鶴
1
0
9

な
し

中
2

中
3

西
1
4

な
し

緑
が
丘

帷
子
､
常
盤
台

風
早
台
、
打
越

間
門
平
台

保
土
ケ
谷
ゴ
ル
フ
場

風
早
台

鶴
見
三
笠
園
内

藪
下
町

山
手
町

山
手
町

伊
勢
山
大
神
宮
裏
手

女
坂
な
ど

沼
田
頼
輔

沼
田
頼
輔

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８１ １ １ １ １ １ １ １

大 大 大 大 大 大 大 大

東 東 東 東 東 東 東 東

金
刀
比
羅
社
裏

異
人
坂

伊
勢
山
大
神
宮
本
殿

爆
発
物
、
貝
殻
畑



石
野
瑛
1
9
5
3

酒
詰
1
9
5
9

県
71

横
浜
市
0
4

貝
塚
の
会

発
見
者

年
初
出
文
献

東
大
地
名
表

酒
詰
1
9
3
8

名
称

柿
ヶ
谷

岡
村
三
殿
台

宝
泉
寺
台

月
見
ヶ
丘

鶴
見
総
持
寺
内

面
瀧

札 勘 卿 鯏 札 札 柵 札

札 淵 卿 卿 馴 繩 柵 札

柿
ヶ
谷
■

岡
村
三
殿
台

寳
泉
寺
台
■

（
三
笠
園
内
）

な
し

面
瀧
稲
荷
山
■

（
荒
立
台
上
）

（
杉
田
）

吉
田
貝
塚

な
し

白
幡
町
■

下
菅
田

（
西
軽
井
沢
）

三
沢

川
和
■

池
ノ
端

矢
向
■

浅
野
水
道
■

捜
真
女
学
校
■

蕃
神
台

な
し

（
駒
岡
）

蔵
畑
･
寺
ノ
谷

（
馬
場
）

神
明
社
境
内
■

池
ヶ
谷
■

綿
内
谷
■

渋
沢
■

松
蔭
寺
下

松
蔭
寺
傍
■

二
本
木

蔵
畑
二
本
木
境

小
谷
戸
■

■
不
明

◎
三
殿
台

◎
上
台

◎
月
見
ヶ
丘

◎
鶴
見

面
瀧

荒
立

妙
法
寺
裏
山
(
推
定
）

◎
吉
田
貝
塚

矢
畑

白
幡
西

下
菅
田
稲
荷
山

南
軽
井
沢

◎
三
ツ
沢

東
大
1
8
9
8

藤
田
1
8
9
9

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

江
見
他
1
9
0
4

江
見
他
1
9
0
4

江
見
他
1
9
0
4

吉
田
1
9
0
5

吉
田
1
9
0
5

マ
ン
ロ
ー
1
9
0
8

マ
ン
ロ
ー
1
9
0
8

江
見

江
見
1
9
0
9

山
田
1
9
2
7

山
田
1
9
2
7

大
場
1
9
7
5
■

大
場
1
9
7
5

甲
野
1
9
2
4

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

塩
1
9
2
3

山
田
1
9
2
3

東
大
1
8
9
8

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
0
1

東
大
1
9
2
8

東
大
1
9
1
7

東
大
1
9
2
8

な
し

東
大
1
9
2
8

な
し

東
大
1
9
2
8

小
林
與
三
郎

藤
田
清
八

中
沢
･
森

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

小
林
與
三
郎

江
見
ほ
か

江
見

江
見

吉
田
文
俊

吉
田
文
俊

マ
ン
ロ
ー

マ
ン
ロ
一

江
見
水
蔭

江
見
水
蔭

山
田
蔵
太
郎

山
田
蔵
太
郎

柿
ヶ
谷

三
殿
台

宝
泉
寺
台

月
見
ヶ
丘
(蛇
池
ノ
上
）

鶴
見

面
瀧
稲
荷
山

東
寺
尾
原

那
古
松
山

吉
田

大
岡
川
村
別
所

白
幡

下
菅
田

軽
井
沢

三
ツ
沢

川
和

池
ノ
端

矢
向

浅
野
造
船
所
水
道

捜
真
女
学
校
付
近

蕃
神
台

下
末
吉
八
幡
社
境
内

駒
岡
八
千
代
田

蔵
畑

馬
場
谷

北
寺
尾
神
明
社
境
内

池
谷

綿
打
谷

渋
沢

松
蔭
寺
下

松
蔭
寺
傍

二
本
木

倉
畑
二
本
木
境

小
谷
戸

４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

三
殿
台
、
竹
橋
、
岡
村

上
台

月
見
が
丘

稲
荷
山
、
面
瀧
西

那
古
松
山

吉
田
貝
塚

な
し

白
幡
町

下
菅
田

（
西
軽
井
沢
）

三
沢

佐
江
戸

池
ノ
端

矢
向

浅
野
水
道

捜
真
女
学
校
付
近

蕃
神
台

な
し

新
吉
田
町
貝
塚

別
所
町

南
3
7
移
動

不
明

神
1
2

西
2

神
6
8

糺 柵 剛 酊 綱

下
菅
田

三
沢

1
9
0
5

Ｉ Ｃ 『 Ｉ

卿 札 札 札 鯏 札 鱒 札 札 棚 札 札 札 札 札 卿 札 糺

鶴
7
7

な
し

な
し

神
4
5

鶴
1
0
5

な
し

鶴
2
9
移
動

な
し

な
し

不
明

鶴
6
3

な
し

鶴
5
0

な
し

鶴
1
0
1

鶴
9
8

鶴
9
5

西
7
か

◎
別
所
池
端

◎
矢
向

◎
浅
野
造
船
所
水
道

■
捜
真
女
学
校
付
近

◎
蕃
神
台

◎
下
末
吉
八
幡
神
社

（
駒
岡
）

◎
桜
ヶ
丘

■
未
確
認

馬
場
か

池
ヶ
谷

■
未
確
認

◎
渋
沢

◎
向
谷
(
寺
の
北
側
）

◎
松
蔭
寺
傍

◎
二
本
木

◎
東
寺
尾
中
台

小
谷
戸

８ ８ ８２ ２ ２

し し し し ね 旧 旧 し し し し し し し し し し し

な な な な 大 大 大 な な な な な な な な な な な

東 東 東

1
9
0
8

1
9
2
2

1
9
2
2

1
9
2
2

谷
川
碆
雄

甲
野
菫

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

塩
善
次

山
田
惇

番
神
台

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

1
9
2
3

桜
ヶ
丘

倉
畑
･
寺
ノ
谷

北
寺
尾
神
明
社

池
ヶ
谷

綿
打
谷

渋
沢

久
保
下
松
蔭
寺
下

綿
内
谷

二
本
木

蔵
畑
二
本
木
境

小
谷
戸



名
称

発
見
者

年
初
出
文
献

東
大
地
名
表

酒
詰
1
9
3
8

石
野
瑛
1
9
5
3

酒
詰
1
9
5
9

県
71

横
浜
市
0
4

貝
塚
の
会

池
ノ
上

岸 末
吉
別
所

吉
田
六
間
丁

東
根

小
池
踏
切
付
近

六
シ
川

稲
荷
台

仏
向

池
之
坂

新
羽
原

宮
田
町

北
軽
井
沢

鶴
見
神
社

大
谷
戸

南
永
田
山
王
台

東
漸
寺

菊
名

日
吉
第
1
号

日
吉

市
場

原
谷

荒
立
台
上

荒
立
台
下

白
幡
神
社
鳥
居
付
近

白
幡
神
社
裏
参
道

白
幡
神
社
裏
参
道
登
り
口

下
末
吉
愛
宕
神
社

杉
田

新
川

笹
下

西
ノ
谷

日
吉
仲
ノ
谷

山
田
惇

谷
川
磐
雄

谷
川
磐
雄

大
里
･
谷
川

大
里
雄
吉

谷
川
磐
雄

横
浜
考
古
学

梅
沢
正
吉

沼
田
･
柴
田

山
田
惇

谷
川
磐
雄

松
下
胤
信

松
下
胤
信

松
下
胤
信

松
下
胤
信

松
下
胤
信

松
下
･
尾
形

松
下
胤
信

高
橋
正
人

高
橋
正
人

松
下
胤
信

竹
下
次
作

土
岐
･
竹
下

土
岐
･
竹
下

土
岐
･
竹
下

土
岐
･
竹
下

土
岐
･
竹
下

池
上
啓
介
他

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

土
岐
･
竹
下

西
岡
秀
雄

東
大
1
9
2
8

な
し

な
し

東
大
1
9
2
8

山
田
1
9
2
3

大
場
1
9
7
5

大
場
1
9
7
5

大
里
2
4
･
谷
川
2
5

大
里
1
9
2
4

谷
川
1
9
2
6

池
田
1
9
3
0

東
大
1
9
2
8

東
大
1
9
2
8

東
大
1
9
2
8

谷
川
2
5
東
大
2
8

松
下
1
9
2
9

松
下
1
9
2
9

松
下
1
9
3
0

松
下
1
9
3
0

松
下
1
9
3
0

松
下
･
尾
形
1
9
3
0

松
下
1
9
3
1

高
橋
1
9
3
1

高
橋
1
9
3
1

松
下
1
9
3
4

土
岐
竹
下
1
9
3
4

土
岐
竹
下
1
9
3
4

土
岐
竹
下
1
9
3
4

土
岐
竹
下
1
9
3
4

土
岐
竹
下
1
9
3
4

土
岐
竹
下
1
9
3
4

池
上
他
1
9
3
5

酒
詰
1
9
3
5

酒
詰
1
9
3
5

酒
詰
1
9
3
5

土
岐
竹
下
1
9
3
6

西
岡
1
9
5
5

池
ノ
上
■

岸

（
池
ノ
端
）

六
間
丁

東
根

小
池

六
シ
川
町

稲
荷
台
■

仏
向

（
池
ノ
坂
）

北
新
羽

宮
田
町
■

西
軽
井
沢
■

な
し

大
谷
戸

南
永
田
■

東
漸
寺

菊
名

な
し

日
吉
■

市
場

原
谷

荒
立
台
上

荒
立
台
下

７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９６ ６ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９

池
ノ
上

些 岸 な
し

六
間
丁

な
し

小
池
踏
切
付
近

六
シ
川
町

稲
荷
台

仏
向

西
7
移
動

鵲
1
1
0

な
し

◎
池
ノ
上

◎
岸

◎
末
吉
別
所

８ し し

西 な な
岸

1
9
2
4

1
9
2
4

港
北
1
3
3

な
し

南
2
8
隣
接

西
8

保
4
2

西
1
0

◎
峯
谷

◎
小
池
踏
切

◎
六
シ
川

◎
稲
荷
台

◎
仏
向

◎
池
之
坂

新
羽
原

◎
宮
田

北
軽
井
沢

◎
鶴
見
神
社

大
谷
戸

◎
山
王
台

◎
東
漸
寺

◎
菊
名

■
日
吉
第
1
号

駒
林

◎
市
場

◎
原
谷

◎
荒
立

◎
荒
立
台
下

白
幡
神
社

◎
白
幡
神
社

◎
白
幡
神
社
北

下
末
吉
愛
宕
神
社

◎
杉
田

新
川

◎
笹
下

西
ノ
谷

日
吉
仲
ノ
谷

８ ８ ８ ８２ ２ ２ ２

し し ね 円 ね 旧

な な 大 大 大 大

東 東 東 東

し し ６ ６ ３

な な 西 保 西

定
光
寺
上
尾
根
道

境
の
谷

仏
向

1
9
2
7

新
羽
原

北
新
羽

宮
田
町

西
軽
井
沢

な
し

大
谷
戸

南
永
田

杉
田
東
漸
寺

菊
名

な
し

駒
林

市
場
町

原
谷

荒
立
(
台
上
）

荒
立
(
台
下
）

東
寺
尾
宮
台

東
寺
尾
宮
台

東
寺
尾
宮
台

愛
宕
社

杉
田

新
ll

l

笹
下

山
田
西
ノ
谷

な
し

し ？ し ８ しな １ な 西 な

な
し

な
し

鵺
8
5

1
9
3
0

寺 宮

鈩 玲 輔 山

大 山 田 谷
杉 宮

’ ＠ ｍ Ｉ

南
2
2
移
動

磯
4
3

港
北
1
9
8

な
し

港
北
3
0
内

な
し

港
北
2
1
3

鵺
9
7

な
し

鶴
6
7

鶴
6
7

鶴
6
7

な
し

磯
4
5

な
し

磯
3
6
隣
接

な
し

1
9
3
1

な
し

港
6
1

鶴
2
9

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

1
9
3
4

1
9
3
4

1
9
3
4

1
9
3
4

1
9
3
4

1
9
3
4

1
9
3
4

荒
寸

前
出

白
幡
神
社
裏

上
と
同
じ

白
幡
神
社
裏
参
道

愛
宕
社
■

杉
田

新
川

笹
下

西
ノ
谷

な
し

杉
田

新
川

1
9
3
5

1
9
3
5

1
9
3
5

な
し

な
し

西
谷

な
し

な
し

1
9
3
6



発
見
者

年
初
出
文
献

東
大
地
名
表

酒
詰
1
9
3
8

石
野
瑛
1
9
5
3

酒
詰
1
9
5
9

県
71

横
浜
市
0
4

貝
塚
の
会

名
称

な
し

西
1
5

な
し

鵺
2
5

な
し

な
し

神
4
7
隣
接

な
し

日
吉
5
丁
目

◎
水
道
山

赤
沼

◎
上
末
吉
不
動
堂

◎
東
寺
尾
別
所

◎
光
ヶ
丘

◎
久
保
下

◎
白
幡
向
根

中
ノ
窪

○
宮
ノ
原

な
し

水
道
山
■

赤
沼
■

不
動
堂
裏

東
寺
尾
別
所

光
ヶ
丘

久
保
下

大
口

中
ノ
窪

獅
子
鼻

六
萬
台
■

茅
ヶ
崎

南
堀

境
田

北
川

大
棚

神
隠

下
田
(西
）

下
田
(東
）

下
組

上
菅
田

な
し

水
道
山

赤
神

不
動
堂

東
寺
尾
別
所

光
ヶ
丘

子
安
農
場
南
方

大
口
仲
町

中
ノ
窪

獅
子
鼻

六
万
ノ
原

茅
ヶ
崎

南
堀

境
田

北
川

大
棚

吉
田
平
台

下
田
(
西
）

下
田
(東
）

下
組

上
菅
田

中
道

鳥
越
町

浅
間
町

大
口
坂

矢
増

史
ヶ
丘

梶
山
台

な
し

神
大
寺
町

面
瀧
四
中
農
場
内

蕃
神
台
(西
）

入
江
町

し ５ し し し し し し

な 西 な な な な な な

西
岡
秀
雄

池
田
健
夫

竹
下
次
作

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

５ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ９ ９ ９ ９ ９ ９ １ ９ ９ ９ ９ ９５ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ５ ５ ５ ９ ５ １ ４ １ ５ ５ ５ ５

２ ４ ４０ ８

剛 制 制 制 制 制 制 制 郡 部 制 旭 制 制 制 制 制 制 制 制 制 制 制 制 Ⅷ 制 鴻 川 帆 制 制 制 郡

西 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 酒 奈 酒 蹄 桑 離 酒 酒 酒 酒

日
吉
5
丁
目

水
道
山

赤
沼

上
末
吉
不
動
堂

東
寺
尾
別
所

光
ヶ
丘

子
安
農
場
南
方

大
口
仲
町

中
ノ
窪

獅
子
鼻

六
萬
台

茅
ヶ
崎

南
堀

境
田

北
川

大
棚

神
隠

下
田
(西
）

下
田
(東
）

下
組

上
菅
田

中
道

鳥
越

浅
間
町

大
口
坂

矢
増

史
ヶ
丘

梶
山
台

北
台

神
大
寺

大
口
台

蕃
神
台
西

入
江
町

1
9
3
6

1
9
3
7

1
9
3
8

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

赤
沼

北
寺
尾
町
別
所
台

久
保
下

中
の
窪

宮
の
原
、
獅
子
が
原

茅
ヶ
崎

南
堀

境
田

北
川

大
棚
境

神
隠

下
田
西

下
田
東

下
組

上
菅
田

◎
茅
ヶ
崎

南
堀

◎
境
田

北
川

大
里
雄
吉

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

酒
詰
仲
男

山
内
清
男

江
坂
輝
弥
？

尾
形
順
一
郎

桑
山
龍
進

金
子
量
重

江
坂
輝
弥

池
谷
健
治

池
谷
健
治

池
谷
健
治

１ ℃ ④ Ｉ
神
隠

◎
下
田
西

◎
下
田
東

◎
下
組

笹
山

中
道

■
鳥
越

浅
間
町

大
口
坂

◎
矢
増

◎
齋
藤
分
町

◎
梶
山

◎
北
台
(
蔵
畑
か
）

◎
神
大
寺

◎
大
口
台

蕃
神
台
西

入
江
町

港
北
2
3

港
北
2
5

港
北
2
6

保
2

な
し

な
し

な
し

神
5
5

な
し

神
5
8

鵺
1
7

鶴
8
3

神
4
4

神
4
9

神
5
2

神
6
3

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

神
1

鵺
6

鶴
1
0

神
6

な
し

神
5
？

神
8

1
9
3
7

1
9
3
7

1
9
3
9

1
9
4
0

1
9
4
0

大
口
坂
、
大
口

善
竜
寺
付
近

梶
山

前
出

1
9
4
1

1
9
4
2

1
9
4
7

1
9
4
8

1
9
4
8

神
大
寺



名
称

発
見
者

年
初
出
文
献

東
大
地
名
表

酒
詰
1
9
3
8

石
野
瑛
1
9
5
3

酒
詰
1
9
5
9

県
71

横
浜
市
0
4

貝
塚
の
会

東
寺
尾
興
国
中
学
付
近

錦
ヶ
丘

白
幡
西

神
大
寺
長
山

平
尾
台

榎
本

馬
場
(南
）

獅
子
ヶ
谷
町

会
ヶ
谷

東
方
町
源
東
院

駒
岡
八
千
代
田

岩
井

泉
谷
戸

平
台

片
倉
大
丸

羽
沢
供
養
塔

日
吉
中
駒

蜂
ヶ
台

日
野
詰

笹
下
2
丁
目

菅
田
利
倉

帷
子
峰

平
台
北

高
島
台
裏
手

上
台
北

松
美
町
八
幡
神
社

岸
谷
杉
山
神
社

市
場
熊
野
神
社

池
谷
健
治

酒
詰
1
9
5
9

東
寺
尾
興
国
中
学
付
近

神
2
7

鶴
1
0
7

東
寺
尾
興
国
中
学
付
近

シ
メ
ン
ド
ウ
ハ
ラ

1
3
3

1
9
4
9

1
9
4
9

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
2

錦
ヶ
丘

白
幡

長
山

平
尾
台

榎
本

神
奈
川
工
業

神
奈
川
工
業

武
相
学
園

石
野
瑛

池
谷
健
治

石
野

鵜
木
晶

坂
詰
秀
一

石
野
瑛

丸
山
次
雄

丸
山
次
雄

神
4
0

神
1
5

な
し

な
し

な
し

神
5
9

神
3
4
移
動

神
3
2

港
北
2
3
7

な
し

◎
白
幡
西

神
大
寺
長
山

平
尾
台
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貝塚とは何か

－縄文から近代まで神奈川の貝塚にみる貝塚感の変移一
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